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厚生連高岡病院では、

MEがME機器の中央管理と保守・点検の促進を実施

医療機器における安心安全な医療サービスの提供
（コスト削減と医療事故の減少）

医療機器安全管理と経済的効果における観点

ますます臨床工学技士による
医療機器の保守点検と安全管理が重要

常に点検整備された医療機器を効率よく運用できる

臨床工学技士の期待高まる



ME機器管理システム導入（紙媒体）

院内ME機器マニュアル導入

平成13年

平成15年

当院の医療機器管理体制への経過

平成17年 臨床工学部 設立

医療機器管理センター設置（40㎡）

臨床工学部 業務マニュアル導入

医療機器管理体制強化へ

ME機器管理システム導入（電子媒体）

新医療機器管理センター設置 （120㎡）

平成12年 ME機器の中央管理開始

平成18年

平成20年

平成25年

登録機器台数 約3,000台

登録機器台数 約1,500台

登録機器台数 約800台
ME室（12㎡）



MEセンターとMims２の導入から5年が経過した。

そこで今回、当院における医療機器管理業務で、
PDCAサイクルを回すことで改善した事例を紹介
し、医療機器管理業務に関わる環境や課題など
MEに期待される役割について検証したので報告
する。
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Plan:計画（目標を設定）
達成のために何をすべきか仮説をたてる

Do:実行
なぜするか、何をするか 「５W１H」

Check:評価
検証する「OK・NG」

Action:改善
続ける・止める・改善して実行するか



PDCAサイクルを回すことで改善した事例1

返却医療機器回収運搬サービス導入

①専用の台車を準備

②各病棟に返却医療機器の回収棚の設置決め
（返却場所）

③返却医療機器回収運搬サービス導入への案内

④返却運搬時の注意・マニュアル作成



①返却医療機器回収運搬用
専用の台車の準備

（緩衝器付キャスター採用）

精密機器の運搬に最適な

看護師
看護補助者使用
運搬用の台車

当院オリジナル作製品



②返却医療機器の回収棚
（返却場所の設置決め）

５S活動に従い整備した！

（整理・整頓・清掃・清潔・躾）



各病棟返却機器
置き場

医療機器管理センター
西棟３階

2015年4月より開始

③病棟への案内
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⑬緩和ケア病棟

⑭３病棟4階（脳外・神経内科）

①中央手術室・②救命救急病棟

⑫中病棟4階

③集中治療病棟・④１病棟3階

⑪1病棟4階・⑩2病棟4階

⑧1病棟5階・⑨2病棟5階

⑥1病棟6階・⑦2病棟6階

⑤１病棟7階

建物構成図

返却医療機器回収運搬
（運搬経路統一化）

スタート★→①→②→③→④→⑤→⑥→⑦
↓

ゴール ★←⑭←⑬←⑫←⑪←⑩←⑨←⑧

一括回収場所（14ヶ所）
回収作業時間20分程度

④マニュアル



返却回収機器内訳
・輸液ポンプ（３０台）
・シリンジポンプ（３台）
・低圧持続吸引器（４台）
・吸入器（６台）
・ネブライザー（５台）
・酸素流量計（３台）



改善事例１．結果

①病棟に滞っていた医療機器が、効率良く循環する
ようになった。（安全性向上）

②医療機器の点検が、返却回収後一度におこなえる
ようになった。（作業効率向上）

③運搬による振動や衝撃の受けにくい専用の台車を
利用することで、安全に運搬することができるように
なった。（故障率軽減）

④看護スタッフの負担軽減につながり、高評を得た。

⑤医療機器の院内感染・汚染防止対策になった。



医療機器管理システム
Ｍｉｍｓ２導入

PDCAサイクルを回すことで改善した事例２ その１

運用方法 紙媒体 から 電子媒体 へ 変更



医療機器管理システムMims2















病院年報
医療機器管理責任者への
報告提出書類一部

書類作成に多大な
時間を費やしていた！

PDCAサイクルを回すことで改善した事例２ その２

医療機器管理業務の実績データ処理
集計表の作成



臨床工学技士考案
Mimsレポート機能拡張

（Access)活用

瞬時にレポート化可能へ





医療機器管理センター
利用時間確認状況表

・時間帯（時間内外比較）を把握
・看護師（補助者）の動向を知る
・ME体制充実に活用











研修会実施記録
研修会履歴一覧表
レポート化可能へ



改善事例２．結果
①Mims2導入により、管理体制の構築、安全性向上、
MEデータの見える化が実現した。

②当院MEが考案した拡張Mimsレポート（Access)機能
活用により、今までMEが作成に時間を費やしていた
書類が瞬時にレポート化可能となった。

◎紙運用時にMEが作成に費やした時間 ５時間程度
（作業工程）１．紙記入データ件数割出２．Excel入力３．レポート提出表紙 等

◎考案した拡張Mimsレポートで作成に費やした時間 ３分程度
（作業工程）１．Mimsレポート（Access）表紙 月もしくは年度選択



考察

平成２５年以前に比べ、医療機器管理体制は、
より一層強化され確実なものとなった。また、MEが
日々の医療機器管理業務に対し、関心を持ち、意識
してPDCAサイクルを回すことで、安全を確保したうえで
合理化・効率化、業務改善が得られた。

その結果、医療スタッフからも高評を得ることができた。



結語

今後も医療機器管理業務において、PDCAサイクルを
常に意識して更なる業務改善に向けて取り組んでいきたい。


